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怠
る

究
追
蝉
吟

研
週
て
　
学
判
の
惹

　
　
　
　
　
レ

難
轡
嚇
繋

獺
㎞
購
旅
吸
・
器
肋

　
1
，
明
形
期
ホ
雌

　
養
精

　
追
記
・

　
の
の
た
究

　
験
へ
つ
研

　
試
卵
あ
る

究
性
一
で
す

研
通
タ
三
関

，
な
が
殖
発
が
，
築
す
を

は
し
散
増
の
現
く
構
成
能

胞
成
分
る
子
発
弱
り
構
化

細
形
の
よ
伝
い
は
よ
を
分

皮
を
へ
に
遺
強
現
胞
r
e
の

誌
面
勧
駿
ち
醗
㈱
喫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

明
砂
害
い
た
ト
ム
イ
て
界
べ
培
を
に
た
添

が
㎞
障
早
つ
イ
テ
カ
し
限
る
の
法
と
し
ツ

と
価
殖
の
な
サ
ス
ト
と
と
す
株
手
こ
討
ラ

こ
一
生
娠
に
ー
シ
イ
法
性
完
胞
出
る
検
一

い
q
て
妊
か
“
1
1
の
サ
手
効
補
細
検
せ
て
…
m
討
盤
面
尻
漏
唆
。
W
1
0
誌
面
v
贈
爵
を
明
．
W
正
忌
間
a
i
ラ
㎝
ら
能
可
を
め
㎞
れ
細

な
し
は
ら
法
出
有
を
ジ
る
わ
い
検

a
B
ケ
膜
N
性
P
精
ら
成
の
ル
胎

麗
総
論
鯛
ろ
を
胞
後
滴

　
び
応
出
血
　
　
雄
生
　
　
に
程
が
　
　
条
時
　
　
　
E
が
可
が
現
認
叩
さ
る
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究

研生
衛品食品薬医

立
国

説

㎞
切
購
乞
肺
鱗
肥
磁
吻
一
鞭

㏄
批
5
修
6
て
平
1
5
か
ら
修

雛
門
砺
畔
乙
麟
胡
蝉
細
細

　
P
a
ら
す
成
修
純
～
葉
大
ぞ

㎜
脱
一
幅
坪
一
代
㎜
三
論
棟

叩
即
1
2
一
氏
事
藤
茂
た
，
，

㎎
1
0
月
ジ
り
の
安
3
し
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

罰
曲
塙
却
初
蠣
即
牌
柵
旧
血

膿
無
識
馴
瓢
劉

と
＆
が
イ
れ
外
に
及
そ
9
9

れ
s
9
バ
さ
海
ら
日
を
成
成

杁
略
㎞
籔
瀧
蔚
済
胆
碗
評
評

論
H
血
跣
も
翻
慨
覗
凱
鳶
頭

藷

蹴
論
潮
脚
繍
熱
醗
編
溜
灘
餅
繍
野

噺
舳
鯛
噸
臥
前
脆
鮪
囎
牌
宿
陣
牒
囎
曲
郷
眩
勉
劇
瞬
蝋
伽
範
熱
熱

徽
欝
㎜
一
聯
轡
躯
灘
騨
騰
購
無
論
韻
翻
心

平
鯖
虚
無
銅
品
評
曲
目
廻
薪
絹
紬
圃
怯
畦
褐
無
識
斯
膚
期
級

識
聯
穂
懸
舞
轟
灘
節
黒
も
関
前
に
振
ナ
月
薬
わ

缶5
0

β

油
類

種
種

醐
飾
聯
蜥
搦
関

延
9
9
9
9
　
生
機

，
／
1
／
1
べ
べ
4
6

類
塩
類
延
延
4

唖
罐
船
生
生
録

3
8
Q
1
P
1

兼
＜
P

　
，
　
　
，
　
0
　
∩
コ
　
Q
O

　
1
　
1
　
1
　
1
　
6

一
M
で
ま
日
三
年
で
実
究
あ
　
員
ン
続
　
尾
も
議
報

硝
震
臨
調
舞
．
る
重
，

内
品
目
性
て
子
・
重

　
　
　
　
　
・
状
を

ス
二
二
量
つ

ウ
栽
接
含
た
型
手
分

ハ
の
直
高
畠
草
の
成

ル
国
，
ド
に
，
実
・

一
が
り
イ
成
で
果
性
●

二
我
あ
ロ
育
こ
・
抗
た
2
ト
年
，

ビ
　
で
力
種
そ
点
心
し

杷
劫
齪

法
類
　
作

殖
分
　
も

繁
性
　
案

，
特
　

針

せ
・
　
指

わ
量
　

の

A口
収
●
モ

と
・
た
モ

　
　
　
　
　
　
　
果
製
し
ケ

　
　
　
　
　
　
　
政
調
出
コ

　
　
　
　
　
　
　
究
・
提
マ

　
　
　
　
　
　
　
研
穫
を
ク

　
　
　
　
　
　
．
た
収
悟
り

品
）
は
直
の
径
た
つ
・
針
よ

　
　
　
　
虚
根
つ
行
虫
気
に

敵
す
根
間
用
子
か
て
前
盛
式

栽
対
母
期
施
．
な
し
心
素
書

渤
藩
論
論
評
羅
盤
面
度
雨
脚
、

用
ブ
血
忌
リ
母
め
で
密
と
同

区
力
の
留
る
る
認
ま
愛
蘭
，
f

　
リ
生
子
す
け
も
れ
栽
栽
に
た

　
　
　
　
対
お
果
こ
・
る
他
し

　
　
2
し
に
に
効
　
料
成
　
出

歯
追
回
行
1
4
　
月
質
敏
で
び
す
成
心
素
話

場験試
培栽物

植
用薬

波筑

郎
三

孝
西長

場

　
　
数

　
　
布

数
数
二

子
子
録

種
種
目
績
薬

司
譲
子
業

病
分
高
高

　
　
　
研

L
D

　
業
し
都
　
2
た
　
イ
の
律
遺
漏
の
技
究
」
究
研
価

　
作
と
宇
　
機
つ
・
サ
究
の
る
費
で
存
研
究
研
局
評

　
場
任
，
．
凍
あ
た
ン
旧
時
け
究
ル
保
療
研
託
策
質

　
圃
後
た
た
冷
睡
し
マ
ト
プ
お
研
べ
期
治
る
委
託
品

　
　
，
ま
つ
用
田
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ツ
に
学
レ
長
子
す
の
康
・

　
吾
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
孝
り
．
な
房
状
実
ユ
ェ
ア
種
壷
】
極
伝
関
課
健
培

　
原
な
た
に
謡
い
を
ヒ
ジ
ル
雑
面
う
の
遺
に
薬
省
栽

秘
鍵
贈
品
臨
撫
蟹
辮
熊
饗
聯

　
で
験
磁
心
血
忌
研
と
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
明
機
「
出
す
「
・
接
課
栽

　
係
試
験
作
の
劣
波
務
興
て
解
滴
り
薬
日
る
た
直
興
る

　
血
豆
虚
血
例
年
虚
業
賦
し
の
発
よ
「
に
よ
し
の
回
す

要
事
伊
豆
圃
年
経
，
究
ス
と
子
の
に
上
山
に
施
し
発
関

　
人
が
伊
生
本
が
め
研
ン
環
因
子
金
析
右
回
実
け
開
に

概
　
長
て
幸
　
台
た
　
工
一
六
伝
助
解
忌
事
も
「
究
法



㎜
告

報
務業

が
て
培
検

た
れ
栽
で

き
さ
．
下

て
認
化
件

れ
確
馴
条

さ
間
の
培

な
い
e
栽

　
コ

　
　
　

獅
艦
擁

認
雛

贈
鋤つ

h
，
肥

儒
謡

組
お
そ
h

ド
に
　
　
●
る

イ
ナ
た
け

ロ
ン
つ
お

励
鉢
無
塩
縢
轟
轟
鑓
べ
4
A
そ
根

ア
べ
い
過
討

ら
選
期
に

か
の
花
法

国
蓋
開
D

直
系
，
P

を
た
さ
趾

濃
紫

さ
　
　
α
富
力
海
お
・
珂
り
材
い
の
た
●

イ
ロ

カ
ル

ア
の

中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畝
効
批
雛
　
　
　
　
　
全
全
ん
に
収
ま
究
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燥
へ
期
ネ
差
研
馴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
の
生
併
た
倒
的
さ
植

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惑
い
ン
中
事
た
卓
あ
取
ヒ
な
る
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
囲
物
唆
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採
ル
塾
す
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
し
試
危
人
雲
斗

　
海
海
草
い
の
き
用
　
　
的
下
馴
H
よ
　
遺
を
　
ド
　
物
田
上
ル
　
の
の
細
収
開
一
を
取
　
　
h
　
醇
ナ
立

加
聲
唖
蝉
議
肋
ザ
み
勒
鞘
撒
猷
邸
勘

ル
有
物
並
検
ノ
，
一
　
　
　
　
　
二
，
ロ

ア
を
植
化
て
，
に
液
，
　
　
　
　
ー

ン
去
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乞

　
う
マ
　
　
　
リ

へ
方
で
量
つ
り
果
は
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

るけおに

体
物

植
ヒ

問
生
地
と
　
－
解

域
の
の
こ
討
子
果
プ
岸
旬
で
系
の
身
為
よ
す

随
薦
需
黙
諾
河
劒
認
は
．
鶏
人
に
成
る
斗
出
撫
に
A

q
菌
め
を
中
る
そ
岸
岸
型
が
書
く
い
¢
交
に
で
ら
イ
り
そ
伝
D
の
含
モ
体
御
記
力
そ
乳
乳
根
量
販
同
寄
し
2
D
枕
h
o
s
は
さ

　
　
集
抜
の
よ

　
ン
崔
ン

リ
　
　
　
　
ァ
れ

り
ド
も
パ

あ
う
系
ロ

で
べ
養
ト

漏
欝

繍
驚

ノ
駆
を
れ

。
前
㎞
そ

　
　
m
　
‘

ま
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6
4

2

の
花
収
く
を
も
の
　
　
用
・
富
生

細
蟹

設
得
植
，
腐
た
1
5
え
苗
コ
葉
半
の

　
　
　
　
，
つ
，
考
種
ウ
茎
豆
生

を
が
密
ら

区
差
の
が
り
あ
に
と
別
ヨ
び
伊
自

験
の
れ
な
ご
で
温
い
地
シ
及
，
順

応
程
ず
し
起
％
の
し
産
ノ
査
種
苗

無
量
い
か
が
6
5
m
ま
の
ン
調
存
の

　
　
，
し
伏
～

　
　
　
　
　
　
c
望
コ
ゲ
性
保
本

諸
種

　
　
　
．
倒
5
0
9
0
が
ウ
た
特
場
熊
・

た
播
く

し
は
高
た
め
は
幅
培
ヨ
し
の
当
，

番
一
こ
ど

⊥
子
　

p
曾

赤
花
葉
の

が
白
，
葉

種
は
茎
に

2
統
●
的

の
系
た
体

島
花
つ
全

子
赤
あ
た

種
●
に
ま

と
た
向
　
，

本
つ
傾
く

熊
あ
い
高

は
で
き
も

色
色
大
里

●

と
を

環
単一

産

の
生

究
び

研
及

る
制

す
調

関
性

に
特

等
類

法
分

方
苗

　
　
　
つ
た
率
は
栽
シ
成
苗
は
梨
た
な

丁
数
ほ
あ
た
株
法
植
ノ
作
種
苗
山
い
的
が
が
ン
2
ン
の
保

で
株
植
で
し
効
植
移
ン
に
別
種
，
用
徴
た
花
イ
の
コ
落
場

花
白
が
が
た
性
存
斯

る
て
重
産
つ
特
保
の

あ
べ
葉
潟
か
冬
期
ン

で
す
茎
新
高
分
長
コ

質
は
，
は
倍
苗
の
ウ

・
形
懐
く
量
3
種
苗
の

　
　
，
遅
含
～
の
種
存

ン
ラ
び
量
少

イ
ト
及
収
が

，
マ
次
と
量

2
ス
一
重
茎

ワ
，
茎
生
根

ヤ
い
根
茎
種

ジ
行
側
根
の

，
を
，
種
用

1
査
茎
び
苗

ワ
調
根
質
種

や
性
類
別
は

ジ
，
根

び
色
尽

及
累
算

田
黄
は

煙
い
に

　
，
濃
統

宰
の
系

子
色
ド

町
回
ン

は
が
イ

●
色
統
た

ジ
特
を
位
統
た
の
系
ま

　
，
い
茎
部
三
つ
面
ド
●

田
用
根
，
ラ
行
断
ン
た

武
を
種
け
ト
み
切
イ
つ

　
，
統
，
分
マ
の
の
　
，
あ

島
系
て
に
ス
査
製
表
で
．

子
6
い
位
●
調
根
引
色
た

種
の
つ
部
た
性
主
黄
仰
れ

　
，
う
に
3
し
密
な
が
が
ら

は
ト
統
の
査
め
的
統
統
帥

．
統
マ
系
次
調
た
徴
系
系
に

階
の
密
能
長
有
心
の
ゲ
度
地
た
城
を
特
つ
開
二
黒
ウ
植
当
た
系
ス
5
二
を
た
特
各
ラ
か

段
区
は
可
徒
た
な
で
　
年
産
し
茨
種
も
あ
ベ
ラ
は
　
用
，
し
試
び
く
茎
係
つ
も
の
ト
ず

3
生
辰
が
り
け
富
合
2
・
前
，
試
，
2
最
で
比
ゲ
量
3
薬
て
討
幕
及
除
根
関
か
最
ワ
マ
わ

の
密
収
穫
な
付
適
割
　
　
い
供
山
の
　
色
に
の
含
　
　
し
検
　
ド
を
側
の
な
　

ヤ
ス
が

場験試
女心物

底
面薬

豆伊

隠
田

飯長場

　
平
栗
か
伊
た
日
特
は
し
温
一
号
泉

　
，
，
山
が
つ
1
術
で
渡
新
一
5
源

鴛
海
鰍
館
臆
朗
報
麟
矧
ぬ
呪
で
℃
、

　
係
筑
が
修
え
年
科
曇
日
た
あ
室
環
行
係
栽
レ

　
関
ら
滝
上
換
9
の
整
2
0
る
6
5
温
一

要
事
か
三
井
置
注
団
設
軽
い
一

が
田
付
場

長
山
日
験

業
，
1
試

作
へ
月
培

肥
豆
4
栽

根
底
年
各

関
ら
1
0
れ

で
か
成
ぞ

け
波
平
れ

付
筑
に
そ

日
が
ら
と

1
5

ｷ
さ
へ

月
立
，
波

1
0

?
ﾖ
筑

年
吾
豆
ら

9
孝
伊
か

成
原
ら
豆

興
　

1
0

ﾆ
3
一
同
の

欝
叢
臨
論

モ
す
　
　
　

リ
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
ユ

学
任
れ
，
と
τ
設
q

　
　
　
　
　
　

酬
鰭
鞘
髄
肺
恪
鰻
ス

氏
さ
新
1
5
東
機
ン

朧
認
闘
㍊

離
乙
縫
晒
齢
街
紺
姻

で
韻
芳
た
騨
呪
郷
吸

樹
胴
滅
練
勤
働
榊
夘

　
　
　
　
　
ま

効
帆

維
，
禦
・

　
発
劇
た

　
開
瀕
し

　
究
総
出

　
運
指
提

　
別
面
を

　
　
イ

　
生
娘
書

　
髄
質
告

　
　
　
　

●
　
，
品
幸

た
は
・
の

つ
で
培
」

勘駆轍
眼
裡
唯
唯
唯
鍾

筑
8
6
1
1
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
堅
物
ッ
績
種
種
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温
の
等
究
植
ミ
成

　
血
豆
也
で
配
画
業
施
3
て
棟
加
事
新
研
用
力
務
L
採

血
　
伊
和
け
へ
　
事
　
回
し
号
は
工
更
　
薬
「
業

さ催開
で湊

町豆
・

伊
た

南
つ

が
行

会
を

習
習

講
踏

場月
見培栽物

着
用寒山

歌
和

つ

行を
経

由
耕植の

物
植生野の

　
　
　
　
　
　
　
　
の
し
査
地

　
　
　
　
　
　
　
　
シ
対
曲
各

　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
に
地
島

　
　
　
　
　
　
　
　
，
関
生
半

唯
働
渤
渤
件
件
㎜
羅
硝
糎

換
1
5
生
本
室
1
0
1
1
務
登
楼
物
，

交
　
野
々
温
　
　
業
1
1
，
植
り
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績実

数件別
定

判別月

†
】
言
ロ

4
7

3
3

1
4

0

1
5

1
6

2

0

0

1
9

5

1

6

7
3

3
2

1
1

2
7
2

計
合

不
合
格

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

1

一

［

1

合
　
格

4
7

3
3

1
4

0

1
5

6
1

2

0

0

1
9

5

1

6

7
2

3
2

1
1

2
6
2

ト
ニ
貢

4

2

2

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

5

2

0

1
3

月
3

不
合
格

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

「

一

一

一

一

一

一

合
　
格

4

2

2

0

0

0

0

0

0

2

0

0

0

5

2

0

1
3

†
昌
＝
ロ

2

1

1

0

0

1

1

0

0

2

0

0

0

1
2

3

1

2
2

月
2

不
合
格

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

合
　
格

2

1

1

0

0

1

1

0

0

2

0

0

0

1
2

3

1

2
2

士
≒
蘭
ロ

0

0

Q

0

2

1

0

0

0

1

1

0

1

5

3

0

1
4

月
1

不
合
格

一

一

一

一

［

［

一

一

一

一

「

一

一

一

一

一

一

合
　
格

0

0

Q

0

2

1

0

0

0

1

1

0

1

5

3

0

1
4

十
二
＝
ロ

1
0

9

1

0

1

1

0

0

0

4

0

0

1

1
5

5

1

3
8

月
1
2

不
合
格

一

一

一

一

一

一

一

一

一

「

一

一

一

1

一

一

1

合
　
格

1
0

9

1

0

1

1

0

0

0

4

0

0

1

1
4

5

1

3
7

f
昔
ロ

1
8

1
8

Q

0

1

1

0

0

0

1

1

0

0

4

3

1

3
0

月
1
1

不
合
格

一

一

一

一

一

一

「

一

【

一

一

一

【

一

「

一

一

合
　
格

1
8

1
8

0

0

1

1

0

0

0

1

1

0

0

4

3

1

3
0

十
二
＝
ロ

0

0

0

0

3

2

0

0

0

3

1

0

0

1
1

6

2

2
8

月
1
0

不
合
格

一

一

「

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

「

一

合
　
格

0

0

0

0

3

2

0

0

0

3

1

0

0

1
1

6

2

2
8



鮒佃
号

鵬

第告報
所

究
研生

衛品食品薬医
立

国
8
0

3

別目品
査

検品製度年
9

成平

計

2
1

2
1

月
9

不
合
格

一

一

合
　
格

2
1

2
1

計

5
3

5
3

月
8

不
合
格

一

一

合
　
格

5
3

5
3

計

5
3

5
3

月
7

不
合
格

一

一

合
　
格

5
3

5
3

計

5
3

5
3

月
6

不
合
格

一

［

合
　
格

5
3

5
3

計

6
5

6
5

月
5

不
合
格

一

一

合
　
格

6
5

6
5

計

4
7

4
7

月
4

不
合
格

一

一

合
　
格

4
7

4
7

分
区

阪
大

計

表
績

実数件別月
験

試
査

審別特度年
9成

平

計

3
9
1

2
3

1
3

7
5
1

月
3

2

一

一

2

月
2

一

一

一

0

月
1

1
4

8

一

2
2

月
1
2

一

1

一

1

月
1
1

5
8

一

1

5
9

月
1
0

一

一

一

0

月
9

2

4

一

6

月
8

一

一

一

0

月
7

8

8

｝

1
6

月
6

3
5

一

9

4
4

月
5

1
6

一

1

1
7

月
4

4

2

2

8

部
品
薬

部
品
薬
物
生

部
物
生
微
生
衛

表績実
験

試
政

行別
特

度年
9

成平

部
当
担

β
　
　
　
匠
　
　
　
β
立
口
　
　
立
ロ
　
　
立
ロ
験
試
品
　
品
　
品
薬
所
支
　
薬
　
薬

部
品
食

牛
　
　
牛
耳
　
餌
1
5
京
　
阪
東
　
大

数
件

　
4
　
　
　
7
6
　
　
2
　
　
9

3
0

W

目
）
項
（
品

計
合

團
課
㈱
局



8
1

3
況

状理処の
等

査
検

び
よお定検家国

表績実数件別定判別月

f
二
ご
ロ

7
1
5

7
1
5

計
合

不
合
格

一

一

合
　
格

7
1
5

7
1
5

十
昌
＝
ロ

4
7

4
7

月
3

不
合
格

一

「

合
　
格

4
7

4
7

十
囎
言
口

3
9

3
9

月
2

不
合
格

一

一

合
　
格

3
9

3
9

十
曽
言
口

5
1

5
1

月
1

不
合
格

一

一

合
　
格

5
1

5
1

十
ラ
ロ

3
2

3
2

月
1
2

不
合
格

一

一

合
　
格

3
2

3
2

十
号
口

4
8

4
8

月
1
1

不
合
格

一

一

合
　
格

4
8

4
8

十
ラ
】
ロ

6
2

6
2

月
1
0

不
合
格

一

一

合
　
格

6
2

6
2

表績実数件別定判
験試

締
取

斉
一

度年
9

成平

計
5
　
8
　
3

4
3

定判

3
　
0
3

無格合

0
　
0

0

不
格

9
自
　
8
　
3

4
0

合分

京
阪

計

区

東
大

合



8
2

3

㏄㏄

・
肥

翫山剖
　

H㎡㎏加面h
訓

㎝甜N切ω即叩恥団曲㎝飢㏄㎝㎞翫
品準標

所
究

研生衛
品食品薬医

立
国

む

るあ
で

りおと
の

表別は品準標る
いて

し付交
」造

製
てい

おに
所

究
研生

衛品食品薬医
立

国

品準標方局薬本日

　在
吉

日
1

月
4

年
1
0

平
平
（表別

的
目
用
使

”
議
豹
熊
　
　
蹴
鷺
　
灘
　
総
堀
碇
　
去
　
法
　
傭
　
灘
　
謹
話
轍
㌍
　
碇
叢
雨
灘
☆
雛
　
　
　
　
総
説
灘
　
　
　
繰
　
　
難
総
羅
　
へ
　
　
緯

o
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
9
　
　
　
0
　
　
　
0
　
　
　
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
O
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
0
　
　
　
9
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
．

格

円
o
o
　
o
o
　
　
　
　
　
　
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
o
　
　
o
o
　
o
o
　
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
∞
o
o
　
　
o
o
o
o
　
o
o
　
o
o
　
o
o
　
　
o
o
o
o
　
5
　
0
　
　
　
　
　
　
2
6
7
1
5
0
　
　
5
3
　
　
2
9
0
　
　
　
7
　
8
　
0
2
9
0
2
　
8
7
　
3
7
6
　
　
0
3
　
0
　
　
4
　
0
　
　
0
0

価

q
　
乳
　
　
　
　
　
　
ε
街
⑥
3
ε
q
　
q
臥
　
Z
亀
a
　
　
乳
　
a
　
軌
＆
5
駄
乳
　
⑤
⑥
　
軌
生
⑤
　
　
⑤
L
　
⑤
　
乳
　
軌
　
　
乳
乳
6
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
3
　
　
2
1
　
　
2
1
3
　
　
3
　
2
　
1
1
1
1
1
　
1
1
　
1
1
1
　
　
1
1
　
3
　
　
1
　
1
　
　
1
1

位

本
　
本
　
　
　
　
　
　
本
本
本
本
本
本
　
本
本
　
本
本
本
　
　
本
　
本
　
本
本
本
本
本
　
本
本
　
本
本
本
　
　
本
本
　
本
　
本
　
本
　
　
本
本
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
1
1
1
　
　
1
1
　
　
1
1
1
　
　
　
2
　
　
1
　
　
1
1
1
1
1
　
　
3
1
　
　
1
1
1
　
　
　
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
1
1

単
装
包

　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
ソ
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
り
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
際
膿
灘
総
噸
野
獣
蜘
熱
∵
際
脚
糠

ル
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
ゼ
ル
ド
ル
ル
ン
　
　
ン
ゼ
　
　
ン
ン
酸
　
　
　
ン
　
ゼ
　
　
ル
ル
ン
ル
ン
　
ス
ン
　
ト
ド
ン
　
　
ム
ン
　
ン
　
ド
　
　
ル
　
　
ン
ド

名
品
準
標

ア
　
イ
　
　
　
　
　
　
ウ
エ
エ
エ
エ
塩
　
　
エ
カ
　
含
ギ
グ
　
　
血
　
高
　
　
コ
コ
酢
酢
酢
　
ジ
ジ
　
シ
ジ
ジ
　
　
シ
G
　
胎
　
　
デ
　
ト
　
　
ト
ト

三
番

1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
3
4
5
6
7
8
　
　
9
0
　
　
1
2
3
　
　
4
　
5
　
6
7
8
9
0
　
　
1
2
　
3
4
5
　
　
6
7
　
8
　
9
　
　
0
　
　
1
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
乙
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
1
　
　
1
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
9
白
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
白
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
9
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
3



8
3

3
品

準
標所究

研生
衛品食品薬医

立
国

品準標方局薬本日
的
目
用
使

藻
　
驚
欝
羅
　
　
　
謝
総
撫
　
雛
麟
耀
瞬
欝
融
い
魏
雛
鷺
催
難
曜
響
謬
一
　
の
ン
定
一
ミ
ー
ミ
ロ
ロ
　
，
ニ
ロ
ト
酸
　
　
ト
よ
ヒ
　
］
キ
ン
C
出
イ
ロ
　
メ
タ
　
　
ン
シ
び
ノ
タ
ノ
タ
ロ
ゾ
ン
ノ
ノ
メ
ン
　
ナ
お
ジ
ノ
ゴ
レ
ド
溶
ン
ド
法
タ
フ
　
ビ
ト
よ
チ
ビ
チ
ビ
ク
ニ
ド
シ
シ
ロ
オ
　
　
ン
ン
酸
ラ
ジ
サ
シ
，
エ
ヒ
量
ベ
ナ
法
ン
シ
お
レ
．
レ
●
ロ
ド
ミ
オ
オ
オ
ピ
　
　
リ
ミ
ル
ト
ル
キ
ト
験
フ
必
定
記
法
ル
量
ロ
キ
験
酸
験
酸
験
ド
レ
リ
ル
ル
ル
ロ
法
パ
タ
シ
ス
チ
ト
ナ
試
ソ
ン
び
ン
量
ト
定
ト
オ
試
酢
試
酢
試
ヒ
プ
プ
フ
フ
フ
プ
量
ヘ
ロ
メ
メ
メ
メ
ラ
認
イ
リ
よ
リ
定
・
　
　
　
　
　
．
　
　
　
。
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
○
　
　
　
・
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
o
　
　
　
●
　
　
　
・
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
　
　
・
　
　
　
・
　
　
　
　
　
o

格
価

円
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
　
o
o
　
o
o
　
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
　
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
　
6
　
0
7
　
2
　
2
　
2
　
8
5
8
7
8
　
4
　
0
4
1
7
9
　
0
5
　
1
　
⑥
　
駄
臥
　
ε
　
砿
　
色
　
⑥
ε
危
乳
乳
　
軌
　
a
5
瓜
翫
砿
　
q
臥
　
臥
　
1
　
　
3
1
　
　
　
　
　
　
1
　
　
1
1
1
1
1
　
　
3
　
　
3
1
1
1
1
　
　
3
1
　
　
1

位
単
装
包

本
　
本
本
　
　
ル
　
ル
本
　
本
本
本
本
本
　
本
　
本
本
本
本
本
　
本
本
　
本
1
　
　
2
2
　
　
セ
　
　
セ
ー
　
　
1
1
1
1
1
　
　
1
　
　
1
1
1
1
1
　
　
1
1
　
　
1
　
　
　
　
り
プ
り
プ
　
　
　
　
入
力
入
力
臨
騰
剛
鷺
剛
撒
轍
瓢
2
0
　
5
0
2
0
　
1
0
　
1
0
　
1
0
　
3
0
1
0
5
0
1
0
1
0
　
L
1
0
1
0
5
0
2
0
1
0
　
1
0
1
0
　
1
0

名
品
準
標

ト
　
　
ン
葉
　
　
ル
　
　
ル
　
ド
　
　
ン
ド
ド
ン
ン
　
　
ム
　
　
ン
ル
ン
ン
C
　
　
ン
ム
　
　
ム
辮
擁
◎
　

号
番

3
　
4
5
　
6
　
7
　
8
　
9
0
1
2
3
　
4
　
5
6
7
8
9
　
0
1
　
2
3
　
3
3
　
3
　
3
　
3
　
3
4
4
4
4
　
4
　
4
4
4
4
4
　
5
5
　
5



紛
9
9G

号
1
6

ユ第告
報所究研生

衛品食品薬医
立

国
8
4

3

品薬医
外

方局　品準標用
験試

等品薬医（品準標所
究研生

衛品食品薬医
立

国

　在
現

日
1

月
4

年
1
0

成
平（

的
目
用
使

格
価

円
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
G
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
o
o
o
o
o
o
　
　
　
o
o
o
o
o
o
　
o
o
o
o
　
2
0
8
8
5
0
5
0
6
0
　
0
0
6
5
　
3
0
　
0
6
0
　
8
5
　
5
6
0
　
　
　
7
0
6
　
0
5
　
⑤
a
⑥
砿
q
q
Z
氏
乳
乙
　
⑥
生
Z
q
　
Z
砿
　
　
軌
軌
q
　
　
q
⑥
　
　
L
砿
3
　
　
　
乳
駄
臥
　
　
生
翫
　
1
3
1
1
4
1
4
1
1
1
　
3
2
2
3
　
　
1
1
　
2
2
4
　
　
2
1
　
3
1
5
　
　
　
1
2
1
　
　
1
1

位
単
装
包

本
本
本
本
本
本
本
本
本
　
ル
本
本
本
本
　
本
　
ル
本
本
本
　
本
本
　
本
本
本
　
　
　
本
本
本
　
本
本
1
1
1
1
2
1
0
1
1
一
　
セ
ー
1
1
1
　
　
一
　
セ
ー
1
1
　
　
1
1
　
　
1
1
6
　
　
　
1
1
1
　
1
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
プ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
欝
蹴
勃
羅
羅
励
鷺
欝
翻
認

名
品
準
標

糀
轄
剛
照
へ
蕪
　
イ
ウ
エ
エ
エ
塩
下
吉
酢
酢
　
　
セ
セ
組
低
　
　
テ
パ
　
ヒ
ヒ
ヒ
　
　
フ
プ
　
　
ペ
マ
　
融
¢
　
酪
リ
リ
　
リ
リ

号
番



8
5

3
品

準
標所究

研生
衛品食品薬医立国

　品準標用
験

試素色（品準標
所

究
研生

衛品食品薬医
立

国

　在
現

日
1

月
4

年
1
0

成平（

的
目
用
使

レ
　
　
レ
　
　
ビ
　
　
ス
　
　
ッ
　
確
　
　
力
　
　
試
　
　
シ
　
　
エ
　
　
エ
　
　
オ
　
　
レ
　
　
ジ
　
　
の
　
　
グ
　
　
ト
　
　
ジ
　
　
ル
　
　
ム
　
　
レ
　
　
一
　
ク
　
　
ト
　
　
一
直
　
　
ド
　
　
ル
　
　
ン
　
　
レ
　
　
の
　
　
ゴ
　
　
認
　
　
ロ
　
　
ル
　
　
ル
　
　
ル
　
　
ル
　
　
ン
　
　
H
　
　
ア
　
　
ツ
　
　
ラ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ン
　
　
ト
　
　
コ
　
　
ン
　
　
ロ
イ
　
　
ツ
　
　
ゾ
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
ゴ
　
　
ジ
　
　
確
　
　
ス
　
　
ィ
　
　
イ
　
　
ィ
　
　
イ
　
　
レ
　
　
ジ
　
　
ネ
　
　
セ
　
　
ト
　
　
ク
　
　
ブ
　
　
ジ
　
　
フ
　
　
一
　
ネ
　
　
エ
バ
　
　
シ
　
　
ア
　
　
マ
　
　
ル
　
　
ジ
　
　
ン
　
　
の
　
　
リ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
ン
　
　
ギ
　
　
ン
　
　
一
　
　
ラ
　
　
ラ
　
　
イ
　
　
ナ
　
　
ユ
　
　
マ
　
　
サ
　
　
　
　
黛
　
　
　
　
難
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
●
　
　
　
　
●
　
　
　
　
。
　
　
　
　
曹
　
　
　
　
。
　
　
　
　
●
　
　
　
　
・
　
　
　
　
・
　
　
　
　
。
　
　
　
　
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
　
　
　
　
。
　
　
　
　
。
　
　
　
　
・
　
　
　
　
…
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
　
．

格
価

円
蹴
　
㎜
　
蜘
　
謝
　
蜘
　
鋤
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
伽
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
m
　
鵬
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
　
㎜
3
　
3
　
a
　
a
　
5
　
a
　
3
　
a
　
3
　
a
　
a
　
a
　
3
　
a
　
a
　
a
　
a
　
a
　
a
　
a
　
3
　
a
　
a
　
a
　
3

位
単
装
包

本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
甑
飢
飢
甑
臥
甑
甑
甑
即
智
甑
甑
甑
甑
群
群
臥
甑
猷
巫
神
神
甑
甑
甑
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1

名
品
準
標

　
藻
∴
照
門
擁
　
囎
脚
沸
漏
マ
”
ン
”
オ
・
㍑
∴
レ
レ
結
一
蕊
∵
∴
・
ア
　
　
ア
　
　
ァ
　
　
ア
　
　
ァ
　
　
イ
　
　
イ
　
　
エ
　
　
エ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
オ
　
　
ギ
　
　
サ
　
　
タ
　
　
潜
　
　
テ
　
　
ト
　
　
ナ
　
　
ニ
　
　
パ
　
　
ハ

号
番

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
1
0
　
　
1
1
　
　
1
2
　
　
1
3
　
　
1
4
　
　
1
5
　
1
6
　
　
1
7
　
　
1
8
　
　
1
9
　
　
2
0
　
　
2
1
　
2
2
　
　
2
3
　
　
2
4
　
　
2
5
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号
1
6知

告報所究
研生

衛品食品薬医立国
8
6

3

副
準標用

験試
素色（品準標

所
究

研生
衛品食品薬医

立
国

グ
　
　
ト
　
　
ン
　
　
イ
　
　
ン
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
ビ
　
　
ド
　
　
ド
　
　
ド
　
　
ン

ト
　
　
ス
　
　
ア
　
　
セ
　
　
シ
　
　
ソ
　
　
ソ
　
　
ソ
　
　
ル
　
　
ツ
　
　
ツ
　
　
ツ
　
　
ベ

ス
　
　
ア
　
　
リ
　
　
レ
　
　
キ
　
　
ン
　
　
ン
　
　
ン
　
　
ル
　
　
レ
　
　
レ
　
　
レ
　
　
ズ

ア
　
　
フ
　
　
リ
　
　
オ
　
　
ロ
　
　
ポ
　
　
ポ
　
　
ポ
　
　
一
　
　
キ
　
　
キ
　
　
キ
　
　
一

フ
　
　
の
　
　
ブ
　
　
ル
　
　
フ
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
ソ
　
　
一
　
　
一
　
　
一
　
　
ロ

的

の
　
　
中
　
　
の
　
　
フ
　
　
の
　
　
中
　
　
中
　
　
中
　
　
リ
　
　
レ
　
　
レ
　
　
レ
　
　
の

目

中
　
　
剤
　
　
中
　
　
の
　
　
中
　
　
剤
　
　
剤
　
　
剤
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
の
　
　
中
剤
　
　
製
　
　
剤
　
　
中
　
　
剤
　
　
製
　
　
製
　
　
製
　
　
中
　
　
中
　
　
中
　
　
中
　
　
剥
製
　
　
び
　
　
製
　
　
剤
　
　
製
　
　
び
　
　
び
　
　
び
　
　
剤
　
　
剤
　
　
剤
　
　
剤
　
　
製
び
　
　
よ
　
　
び
　
　
製
　
　
び
　
　
よ
　
　
よ
　
　
よ
　
　
製
　
　
製
　
　
製
　
　
製
　
　
び
よ
　
　
お
　
　
よ
　
　
び
　
　
よ
　
　
お
　
　
お
　
　
お
　
　
び
　
　
び
　
　
び
　
　
び
　
　
よ

用
使

お
　
　
品
　
　
お
験
　
よ
　
　
お
　
　
品
　
　
品
　
　
品
　
　
よ
　
　
よ
　
　
よ
　
　
よ
　
　
お
品
験
粧
　
　
品
試
お
　
　
品
　
　
粧
　
　
粧
　
　
粧
　
　
お
　
　
お
　
　
お
　
　
お
　
　
品
　
　
　
　
粧
　
　
化
　
　
化
　
　
化
　
　
品
　
　
品
　
　
品
　
　
品
　
　
粧
粧
試
化
灸
粧
認
品
　
灘
簸
難
　
　
撒
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

格
価

円
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
5
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
　
　
0
0
昭
錨
銅
a
。
㍑
躍
躍
鎚
鎚
鎚
昭
鎚
鎚

位

本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
　
　
本
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

単装

り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り
　
　
り

包

入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
　
　
入
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9
　
　
9

－
⊥
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1

名

F
　
　
ン
　
　
ン
　
　
R
　
　
X
　
　
R
　
　
A
　
　
C
　
　
A
　
　
A
　
　
ル
C
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
S
　
　
　
3
　
　
　
C
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
B
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
　
　
　
C
　
　
D
卜
，
シ
一
こ
・
ド
ド
ド
が

品
準

　
　
“
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
　
　
ッ
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
ツ
唖
∴
肩
キ
．
・
．
∴
沈
μ

グ
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ン
　
　
ン
　
　
ン
　
　
一

標

卦
対
リ
ル
　
　
　
　
　
ソ
　
一
一
一
一
　
　
リ

ア
　
　
　
ア

フ
　
　
フ
　
　
ブ
　
　
フ
　
　
フ
　
　
ポ
　
　
ポ
　
　
ポ
　
　
リ
　
　
レ
　
　
レ
　
　
レ
　
　
ロ

号
番

6
　
　
7
　
　
8
　
　
9
　
　
0
　
　
1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3
　
　
3



8
7

3
品準標所

究研生衛
品食品薬医

立
国

寸寸
納出品準丁

丁
丁

丁千
丁品食品薬医

立
国

丁
年

9丁
丁

　品準標用験
試

品薬医（

考
備

耐
量
三
年
在

個
　
0
6
4
0
6
4
5
6
1
4
3
2
0
1
9
7
4
6
5
2
8
0
3
2
8
8
6
5
3
6
9
6
1
6
0
0
3
2
0
2
0
4
9
6
8
5
0
4
0
7
7
5
3
2
6
0
2
2
0
1
5
7
1
2
2
9
6
4
4
4
2
5
3
7
9
8
4
4
2
0
0
2
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
口
」

等
量
費
消
家
自
数

個
　
4
4
0
4
0
4
0
0
0
1
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
1
3
5
5
0
4
2
0
0
1
0
0
8
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
3
0

量
数
払
売

個
　
5
6
2
4
2
8
8
3
2
6
3
8
0
9
6
3
6
2
7
2
4
2
2
2
4
8
2
1
4
4
8
1
8
5
6
4
5
1
1
6
7
8
9
3
9
4
6
8
9
2
0
3
9
3
2
2
6
5
1
9
4
3
0
2
8
4
0
2
1
3
3
0
1
0
7
4
1
9
0
1
8
8
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L

量
数
造
製

個
　
0
0
0
5
0
0
5
0
0
0
0
0
0
0
0
5
0
0
0
0
0
0
2
7
5
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
9
8
5
0
0
0
2
8
5
0
0
6
5
0
0
0
0
5
0
0
0
5
3
5
0
0
0
0
0
0
0
0
2
0
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
2
1
　
　
5
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
．

末
量
度
数
年
庫
前
在

個
　
0
3
0
2
2
1
4
3
1
2
4
2
3
2
9
2
6
1
0
1
7
3
5
2
8
5
1
5
9
5
5
0
4
4
3
4
6
9
0
0
3
3
5
8
2
7
3
8
1
0
4
6
9
3
2
8
8
8
3
5
2
8
0
4
2
5
3
1
5
4
9
2
6
9
3
2
2
7
2
5
4
7
7
2
6
3
2
0
2
1
1
2
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
白
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

名
品
準
標

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
励
　
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
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お
き
き
く
こ
こ
も
も
も
り
　
　
　
い
お
か
が
つ
ど
ら
る
　
か
ご
そ
ゆ
　
ぐ
ら
そ
　
だ
た
た
た
た
だ
た
た
た
た
た
　
ち
ぢ
ち
ぢ
　
　
つ
つ
づ
つ
つ
つ
つ
つ
　
て
で
　
と
と
と
と
ど
と
と
と
と
と
　
　
な
な
な
な
な
な
な
な
　
に
に
に
に
　
ぬ
ぬ

十
分

ソ
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
ヌ

6

鰐
畔
七
三

字
λ
ノ
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
　
一
る
　
　
濁
　
　
鮎
　
　
　
編
α
⇒
ば
　
い
粉
　
　
　
ち
に
　
　
か
　
え
　
　
　
る
　
　
　
い
⇒
　
ら
　
　
　
る
る
三
国
　
　
　
　
　
し
い
　
　
が
一
て
丸
し
　
う
　
　
　
　
す
点
，
る
　
に
る
　
い
　
る
　
わ
て
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
欲
蓬
戴
獣
偏
訟
鐵
附
乱
樹
皿
甦
擁
磐
輔
後
継
幕
灘
碑
霧
舗
継
霧
灘
蒙
勘
栓
瀞
獄
葛
勧

語
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
る
る
㌔
　
　
む
撤
ま
　
い
貌
献
　
う
い
誓
贈
る
い
　
ち
旅
め
動
か
え
え
　
　
　
な
に
　
か
・
り
　
ら
　
　
に
る
る
こ
つ
ざ
　
　
に
　
し
た
き
が
が
　
　
　
の
し
い
う
す
る
こ
す
う
う
う
う
じ
べ
　
な
　
る
に
わ
て
や
　
　
　
じ
　
　
　
に
　
　
　
ほ
漆
窪
器
こ
の
諒
豊
請
討
設
醜
励
ば
げ
捷
　
縢
膝
鵬
艮
腱
縁
㍑
腸
貿
賛
雲
脚
舞
舞
篇
初

十
分

コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
ソ
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二
二
櫨
使

二
、
つ
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
△
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
△
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
き
り
　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
　
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
　
　
　
と
よ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
得
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
一
く
　
　
　
　
る
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
に
て
　
　
一
　
く
　
　
　
　
い
り
を
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
に
　
だ
や
解
ど
　
す
○
　
　
　
　
　
パ
　
　
　
す
　
る
る
か
つ
も
ら
す
に
つ
一
の
る
　
す
は
む
　
や
ら
一
　
え
く
　
　
い
易
子
う
う
融
ほ
る
較
：
　
　
　
分
ン
　
う
垂
心
　
か
旦
ず
た
最
専
戻
下
基
も
漏
　
や
や
や
　
や
柔
　
ゆ
行
　
よ
容
様
よ
よ
↓
よ
よ
比
例
　
ら
　
留
り
　
ろ
漏
ろ
　
わ
分
わ
わ

語
用

も
ら
　
く
　
　
蕩
加
　
　
に
㈲
く
う
　
　
　
温
　
る
　
に
て
と
ば
す
に
つ
　
　
　
　
い
り
を
を
　
ら
　
　
　
　
　
　
い
す
だ
や
ゆ
ど
　
　
　
　
　
　
　
う
ば
　
　
と
す
　
る
る
か
つ
つ
つ
ど
と
と
の
る
　
す
は
む
む
や
わ
　
え
く
　
　
い
う
う
う
う
う
ほ
る
り
　
　
　
　
　
ゆ
ん
　
う
う
か
　
か
け
ず
た
も
も
も
も
も
も
も
　
や
や
や
止
や
や
　
ゆ
ゆ
　
よ
よ
よ
よ
よ
よ
よ
よ
よ
　
　
ら
　
り
り
　
う
ろ
う
　
わ
わ
わ
わ

二
分

モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
リ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
ワ

鰐
二
二
使

　
　
　
　
　
　
字
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
漢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
倣
　
　
　
　
　
る
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
　
　
復
　
　
　
　
　
　
　
た
　
見
　
　
　
い
　
　
　
　
　
計
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
略
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
充
　
　
，
　
　
し
に
　
　
　
　
　
，
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
外
　
ど
　
，
　
　
　
　
　
亦
　
　
　
　
　
　
　
，
　
す
　
　
敷
ぶ
ち
る
　
　
　
　
る
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
　
　
混
る
　
　
，
　
ん
々
　
々
　
　
　
る
　
，
　
だ
　
　
　
　
　
す
る
な
　
　
ろ
ケ
団
　
　
い
　
　
　
　
る
し
　
る
論
て
の
述
糊
　
秤
測
　
初
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
　
　
振
触
　
他
程
要
略
　
益
　
　
混
又
　
未
　
迄
儘
　
満
認
見
　
寧
六
結
　
珍
　
　
　
燃
若
　
用
勿
以

字
、
つ
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
込
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
獅
働
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
螺
　
穀
　
無
論
諮
欝
鰍
　
齢
欝
欝
藝
戴
一
謝
棚
　
瓢
蹴
　
翫
　
禦

語
用

う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
　
い
　
み
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
の
る
　
　
　
い
　
つ
　
　
　
つ
び
ぜ
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
す
わ
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
る
　
　
　
　
し
　
　
　
し
　
こ
　
　
　
　
は
る
ん
ち
　
く
に
る
　
　
　
り
る
　
め
め
め
い
　
し
つ
つ
　
ん
ざ
た
ま
る
　
　
　
　
ん
　
　
　
ま
あ
　
　
る
　
は
　
た
　
　
　
　
す
め
す
　
　
う
か
ぶ
　
ら
　
し
　
る
　
く
い
う
て
ん
　
ぞ
ち
べ
り
　
か
か
　
じ
じ
じ
ゃ
　
と
と
と
　
き
く
た
り
れ
　
か
ど
と
ぼ
　
す
ぜ
　
ぜ
た
た
だ
っ
で
ま
　
た
と
な
　
し
ず
す
　
ず
　
う
　
え
し
し
ち
ぢ
つ
ね
　
　
の
の
の
の
　
は
は
　
は
は
は
は
　
ひ
ひ
ひ
　
　
ふ
ふ
ふ
ふ
ふ
　
ほ
ほ
ほ
ほ
　
ま
ま
　
ま
ま
ま
ま
ま
ま
ま
　
み
み
み
　
む
む
む
　
め
　
も
　
も
も
も
も
も
も

高
分

ネ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
ホ
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
メ
　
　
モ



8

　
号略号記

立イ
単
（

捲
づ手

の
載

記告報所
究

研生衛
品食品薬医

立
国

号
記

位単
称

名
の

位単
量号記の

位単
　
称

号
名

記
の

と
位

称
単

名
の位

単
本
量

基釧

1
。

d
K
m
ω

ン
　
ラ

ビ
　
デ

ル
ル
ン

ケ
モ
カ

四
温

学
量
度

力
質

熱
物
光

翫
き

で
用併を

語
用は面当

帆
る

れ
らえ

換
き置

m
㎏
s
A
に

　
　
　
量

　
　
　
質

　
　
　
ぼ

　
　
　
ほ

　
ム
　
　
は

ル
ラ
　
ア
量

ト
グ
　
ペ
重

一
ロ
　
ン
た

メ
キ
秒
ア
き

　
　
　
て

　
　
　
れ

　
　
　
ら

さ
二
間
流
い

　
　
　
用

言
質
時
西
来

　
　
　
従

　
翫

　
あ
号

　
で
記

　
り

　
お

　
と

　
の

　
次

　
は

　
号

　
記

　
と

　
称
語

　
名
頭

　
吻
接

　
励

　
れ

そ
数

　
ん
倍

　
棟

　
鞭讐　

闘
　
鋤

　
敏　

腱

舗
騰

釧
釧

2
．

　
　
　
　
　
　
単

　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
量

　
　
　
　
　
　
質

　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
だ

d
c
m
μ
n
P
f
a
た

　
　
　
　
　
　
翫

　
　
　
　
　
　
肱

　
　
ゆ
　
ゆ
㎜

臨
㌦
留
場
無

血
一
m
ロ
m
．
μ
ト
就
1
0
さ

諺
拶
謡
台
盤

デ
セ
ミ
マ
ナ
ビ
フ
ア
は
9

　
　
　
　
　
　
倍
体

　
　
　
　
　
　
喝
は

　
　
　
　
　
　
1
0
9

　
　
　
　
　
　
－
m

　
　
　
　
2
5
8
m

d
2
の
喝
諭
』
d
4
　
m
ま
，

0
0
0
0
0
0
0
0
ま
一

1
1
1
1
1
1
1
1
三
徳

　
　
　
　
　
　
酬
」

　
　
　
　
　
　
翻

血
・
・
M
G
T
P
E
讐

　
　
　
　
　
　
醗

　
　
　
　
　
　
劉

　
　
　
　
　
　
ま
五
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
ニ
ゴ
ロ

　
ω
一
　
　
一
倍
頭

綱
踏

　
　

@
　
@
　

　
　
　
　
2
5
8
　
，
数

　
　
ら
　
　
　

ユ
　

ユ
　
ユ
　
　
の

　
　

ヨ

ー
0

P
0P
0P
0P
0P
0P
0P
0
ﾎ
整

　
　
　
　
　
　
え
の

　
　
　
　
　
　
前
志

例
の位

単
立組鋭つ

号記の
位単

称
名

の
位単堂号

記の
位単

二
立

肺
単朧舗

肋
量

特
3
．

称
名

の
｛

Ω
S
W
T
H
℃
副
訂
㎞
恥
翫

　
　
　
度
　
ン

　
ス
　
　
　
ス
　
ア
　
　
ト

　
ン
バ
　
一
ウ
ン
ジ
ン
ル
ル

ム
メ
ー
ラ
リ
シ
ア
ラ
メ
レ
ベ

一
一
エ
ス
ン
ル
ジ
テ
ー
ク
ー

オ
ジ
ウ
テ
ヘ
セ
ラ
ス
ル
ベ
シ

　
ス
　
　
ス
度

　
ン
　
　
ン
日
皿

　
タ
　
　
タ
ス

抗
ク
度
ク
ウ
　
　
　
量

抵
ダ
束
密
ダ
シ
角
角
束
能
当

量
ン
　
束
ン
ル
面
体
　
射
量

電
コ
磁
磁
イ
セ
平
立
野
放
線

血
N
h
J
　
W
C
V
F
㎏
町

ント
レ
レ

　
ク
　
ノ

ツ
ー
カ
ー

ル
ユ
ス
ユ

ヘ
ニ
パ
ジ

　
ン
　
ド
ス

ト
ロ
ト
ラ
ク
イ

ツ
ー
ル
ア
ツ
レ

ワ
ク
ボ
フ
ル
グ

　
　
，
　
カ

　
　
一
量
電

　
　
高
熱
，
　
　
量
　
量

数
　
力
ル
，
率
荷
位
調
度
線

波
　
ネ
事
事
　
電
収

周
力
圧
工
下
仕
電
電
静
照
吸

号記の
位単

称
名

の
位単

量
号

記の位
単鯛

戦
陣

殖
傭

恐
嚇禍朧

餅
量

鋭4

t
訂
V

b
e
o

ト
ル

ル
ポ

ン
一
子

ト
バ
二
度
乱

　
　
　
混

　
　
　
は

　
　
　
て

　
　
　
し

　
一
　
関

　
ギ
　
こ

量
力
ル
角
力

　
ネ
面
圧

質
保
工
平
内

　
　
　
躰

　
　
　
謄

血
h
d
鎚
血

　
　
　
硫

　
　
　
筋

　
　
　
励

　
　
　
以

　
　
ル
ゆ

　
　
ト
で

　
　
ッ
三

分
時
日
リ
単

　
　
　
釧

問

を
き

で
用使を

㎏mmぬ
たるけ

避
を

　
は

　
力

　
野

積
な

時
　
体
ま

齢
瓢
腕醐

㎡
9
／

k
度

率
分

億
度

さ
度
濃
度
十
速

　
ル
粘
量
転

速
記
モ
動
質
回

認
加
灘
％

L
c
A
h
P

三四㎡

　
　
　
　
率

　
　
さ
分
率

　
　
強
万
分

野
積
数
の
度
百
百

　
　
場
測
度

母
体
波
磁
粘
質
湿

物齪
㎡
鮮
蝶
脇

　
，
m
A
ω
・

単
趾
㎡

る

れ
　
　
　
　
立

も
　
　
　
削

レ
　
　
　
　
　
　
ン

用
　
　
　
　
　
　
シ

く

臆
度
脾
樺

例
纏
難
辮
堺

翫
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器
認
㎜
㎜
㎜
G
D
協

　
　
　
　
　
　
ボ
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
共
　
性
ト

値
　
　
　
鳴
ン
　
色
ク

差
差
収
収
共
ピ
散
ニ
ペ

偏
誤
吸
吸
気
ス
分
光
ス

準
準
外
外
磁
子
光
偏
ス

標
標
紫
赤
核
電
施
円
マ

㎞
型
畿
p
・
磁
盤

数定
ス
　
　
量
量

リ
　
問
死
効
与
与
与
与
与

衙
購
嬬
縢
搬
離

ミ
斑
保
5
0
5
0
経
静
腹
皮
筋

号略

号記
る

れも肺

く

の匝

即
即
b
p
加
dn

　
H
K

α
A
　
　
P
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

　
点
点
点
点
重
率
度
度
イ
直

よ
融
頒
沸
細
比
肺
難
謡

6
、



告報
所

究
研生

衛品食品薬医
立

国
1
0

記後
集

三

業
正
々
を
し
り
鴎

刷
校
方
一
話
あ
a

印
，
の
統
て
ば
一

，
様
員
の
つ
し

が
同
委
志
思
ば

た
年
書
意
う
し

し
昨
図
か
こ
が
●

ま
，
び
な
は
と
す

り
り
及
か
分
こ
ま

な
あ
々
な
自
れ
い

く
も
方
．
，
ら
思

早
と
の
た
で
取
と

分
こ
者
し
の
受
い

幾
た
著
ま
も
れ
た

が
つ
い
し
い
さ
き

日
か
ま
け
し
解
い

行
な
し
か
か
誤
て

発
く
て
お
ず
は
け

ば
良
じ
を
む
に
付

れ
が
生
惑
は
手
を

べ
せ
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